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「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の

閉
講
式
が
３
月
14
日
㈮
、
笠
懸

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
笠
懸
公
民
館
の

割
田
館
長
や
根
岸
先
生
か
ら

「
一
年
間
の
子
ど
も
の
成
長
を

見
つ
め
、
こ
こ
で
の
経
験
や
、

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
元
気

に
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
「
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
て
良
か
っ
た｣

「
幼
稚
園
に
入
る
前
に
良
い
経

験
が
出
来
た
」
と
喜
ん
で
い
ま

す
。

　
今
回
は
お
父
さ
ん
も
１
人
加

わ
り
、
文
集
の
仕
上
げ
を
手
伝

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
文
集
を

広
げ
た
く
さ
ん
の
写
真
を
見
つ

め
な
が
ら
、
み
ん
な
で

し
み
じ
み
と
当
時
を
振

り
返
り
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。

　
時
に
は
、
先
生
の
膝

に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て

一
緒
に
歌
を
う
た
う
ほ

ど
交
流
を
深
め
て
い
た

子
ど
も
た
ち
と
も
お
別

れ
で
す
。

　
楽
し
く
も
寂
し
い
閉

講
式
、
「
元
気
で
、
ま

た
公
民
館
に
遊
び
に
来

て
ね
」
と
送
り
出
す
根

岸
先
生
の
ち
ょ
っ
ぴ
り

悲
し
そ
う
な
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

思
い
出
い
っ
ぱ
い　

思
い
出
い
っ
ぱ
い　

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
閉
講
式

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
閉
講
式

▲みんな元気でね～

ベビーキッズクラブ       
　　　学級生を募集します

◇実施期間　令和７年７月～令和８年３月　
　　　　　　（月２回・全 16回）
◇時　　間　午前 10時～ 12時
◇対  象  者　親子(またはおじいちゃんおばあちゃんと孫)参加できる方
　　　　　　親：市内に在住または在勤
　　　　　　子：令和７年４月１日現在で１歳６ヶ月～４歳
　　　　　　（令和３年４月２日～令和５年 10月１日生）
◇内　　容　季節の行事や集団遊びを通じた情報交換や交流。
　　　　　　（専任の講師がいます）
◇申込方法 Logo フォームにて申込
◇申込期間　令和７年４月 15日（火）～５月 31日（土）まで
◇そ  の  他　具体的な内容は開講前の６月中旬の打ち合わせで
　　　　　　講師と学級生で相談して決めます。　
　　　　　　参加費は無料ですが、活動内容によって食材費等実費負担
　　　　　　があります。

笠懸公民館では、子育てに励むパパママを応援しています。
そろそろお友だちと遊ばせたいと思っている方、ママ友が
ほしいと思っている方、子育てについて話がしたい方、公
民館で楽しく活動しながら地域で仲間づくりをしませんか。

※R７年度より名称が変更されます
　旧：親子ふれあい教室　⇒　新：ベビーキッズクラブ

曜 日

会 場

定 員

申込方法

申 込 み
問 合 先

隔週　土曜日

▲R６年度の活動の様子 左から消防署見学、クリスマス会、節分
その他にも七夕、ハロウィン、正月遊びなど盛りだくさん !!

Logo フォーム

笠懸公民館（みどり市笠懸町阿左美1581-１）ほか

親子 15組（先着順）

★QRコードを読み取り、
必要事項を入力してください。

Logo フォーム
右記のQRコードをお読み取りください

笠懸公民館
みどり市笠懸町阿左美1581-１
 0277-76-2211



（2）笠懸公民館だより
　
３
月
22
日
㈯
、
笠
懸
公
民
館

で
「
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
公
民
館

き
な
色
を
ぬ
り
ま
す
。
親
子
揃

っ
て
真
剣
な
表
情
で
作
業
に
取

り
組
む
姿
は
、
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
約
２
時
間
の
作
業
を

経
て
、
上
手
に
完
成
。
出
来
上

が
っ
た
作
品
を
お
互
い
に
見
せ

合
い
、
終
了
し
ま
し
た
。

令和７年度

開催日 令和７年  10月25日（土）・26日（日）
会　　場　　展示部門：笠懸公民館
　　　　　　イベント部門：笠懸公民館および屋外周辺
　　　　　　ステージ部門：グンエイホール PAL 

参加資格　　主に笠懸地域で活動している団体及び個人であり、
　　　　　　実行委員を選出し、文化祭の運営に協力できること。
　　　　　　　※実行委員は全３回の実行委員会に出席してください（要望）

申込方法　　笠懸公民館にある申込書に必要事項を記入して、公民館窓口へ提出して
　　　　　　ください。
　　　　　　　※複数の部門に参加する場合は、それぞれの部門に実行委員を選出し
　　　　　　　　てください。

そ  の  他　 食品衛生法等の規定により、食べ物を扱う場合は1団体 1品でお願いします。

主催・問合せ先　みどり市笠懸公民館　電話：0277-76-2211 FAX：0277-76-2836

　　　　　　　　　　　　　　　　　 メール：kouminkan@city.midori.gunma.jp 

申込しめきり　5月31日（土）　（厳守）

）お待ち
してます
お待ち
してます

みどモス

加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
笠
懸
地
域
文
化

祭
第
１
回
企
画
広
報
部
会
が
３

月
６
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て
文
化
祭

に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

　
役
員
体
制
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。　

　
部
長
の
髙
野
さ
ん
は
「
様
々

な
企
画
を
考
え
、
来
場
者
や
参

▲足跡をたどって

▲色塗りを解説

▲難しいけど楽しいな !! 

　
笠
懸
公
民
館
ふ
る
さ
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
３
月
14
日
㈮
か
ら
４

月
15
日
㈫
ま
で
の
お
よ
そ
１
カ

月
、
「
見
て
み
よ
う
公
民
館
活

動
・
２
０
２
４
年
度
大
写
真
展

㏌
笠
懸
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
カ
ラ
ー
＆
拡
大
印

刷
さ
れ
た
〝
か
さ
か
け
公
民
館

だ
よ
り
〟
の
１
面
が
ず
ら
り
と

時
系
列
に
並
ん
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
紙
面
の
他
に
も
、

文
化
祭
な
ど
の
様
子
を
カ
ラ
ー

写
真
と
と
も
に
紹
介
。

　
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
や
笠
懸

地
域
子
ど
も
ま
つ
り
、
高
齢
者

大
学
、
笠
懸
地
域
文
化
祭
、
夏

と
冬
の
大
掃
除
等
、
笠
懸
公
民

館
の
多
彩
な
活
動
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
展
は
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
見
逃
し
た
人
は
、

次
回
、
会
場
に
来
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
？
も
し
か
す
る
と
、

皆
さ
ん
が
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
!?

写
真
展
で
振
り
返
る

写
真
展
で
振
り
返
る

　
　
　
公
民
館
活
動

　
　
　
公
民
館
活
動

で
活
動
し
て
い
る
〝
レ
ザ
ー
ク

ラ
フ
ト
な
の
花
〟
の
皆
さ
ん
を

講
師
に
、
３
組
の
親
子
が
キ
ー

ク
ロ
シ
ェ
ッ
ト
、
ト
リ
ッ
ク
編

み
作
り
を
体
験
。

　
ま
ず
は
刻
印
（
蝶
な
ど
の
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
ス
タ
ン

プ
）
を
木
槌
で
叩
き
キ
ー
ク
ロ

シ
ェ
ッ
ト
に
模
様
を
つ
け
ま
し

た
。
初
め
て
の
体
験
に
戸
惑
う

子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
な
か
な

か
木
槌
を
ま
っ
す
ぐ
に
打
つ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

保
護
者
や
講
師
の
手
伝
い
も
あ

り
、
見
事
な
模
様
が
浮
か
び
あ

が
り
ま
し
た
。

　
染
色
の
工
程
で
は
、
各
々
好

親
子
で
体
験

親
子
で
体
験

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
魅
力

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
魅
力

文
化
祭
に
向
け
始
動

文
化
祭
に
向
け
始
動

企
画
広
報
部
会

企
画
広
報
部
会

部　
長　
髙
野
富
由
美

副
部
長　
大
槻
さ
ゆ
り

　
　
　
　
小
林　
房
子

　
　
　
　
※
会
計
兼
任

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
小
林　
房
子

　
　
　
　
※
会
計
兼
任

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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笠懸公民館報編集協力員を笠懸公民館報編集協力員を

しています！！しています！！募 集募 集募 集募 集募 集募 集募 集
◆応募方法　笠懸公民館窓口または
　　　　　　電話・ＦＡＸ・メール
◆問合せ先　笠懸公民館　
　〒379-2311 みどり市笠懸町阿左美1581-1
 TEL：76-2211 FAX：76-2836
メール：kouminkan@city.midori.gunma.jp

かさかけ公民館だより
バックナンバー ⇒ デジタル版は

写真がカラーです

をををを『かさかけ公民館だより』『かさかけ公民館だより』『かさかけ公民館だより』『かさかけ公民館だより』
作りませんか？作りませんか？作りませんか？作りませんか？

一緒に一緒に一緒に一緒に

をををを『かさかけ公民館だより』『かさかけ公民館だより』『かさかけ公民館だより』『かさかけ公民館だより』
作りませんか？作りませんか？作りませんか？作りませんか？

一緒に一緒に一緒に一緒に

を『かさかけ公民館だより』
作りませんか？

一緒に

▲東支所の 3 階に移転

▲華麗な旋律にうっとり♬

　
東
公
民
館
は
４
月
１
日
㈫
か

ら
み
ど
り
市
東
支
所
の
建
物
に

統
合
さ
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
立

つ
３
月
22
日
㈯
、
式
典
が
地
元

住
民
や
関
係
者
を
迎
え
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
東
町
の
ち
え
の
み
保

育
園
の
園
児
11
人
の
可
愛
ら
し

い
歌
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
東
支
所
・
東
公
民
館
の
統
合

目
的
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
「
昭
和

55
年
に
建
て
ら
れ
た
公
民
館
の

老
朽
化
に
伴
い
、
施
設
を
統
合

す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
対
応

や
地
域
住
民
の
交
流
の
促
進
を

図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
１
階
は
支
所
と
公
民
館
の
共

有
窓
口
と
広
々
と
し
た
ロ
ビ
ー
、

２
階
は
支
所
の
会
議
室
や
防
災

倉
庫
、
料
理
実
習
が
で
き
る
調

理
室
、
３
階
は
図
書
室
、
大
き

く
広
い
ホ
ー
ル
、
音
楽
活
動
が

可
能
な
防
音
が
施
さ
れ
た
会
議

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
ロ
ア
全
体
が
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
（
段
差
が
解
消)

。
新
設

さ
れ
た
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」

は
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
や
介
助
シ
ー

ト
が
設
置
さ
れ
、
そ
し
て
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
市
民
の
活
動
の
拠
点
と
し
て

大
い
に
利
活
用
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

東
公
民
館

東
公
民
館

　
３
月
９
日
㈰
、
グ
ン
エ
イ
ホ

ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
笠
懸
野
文
化
ホ

ー
ル
）
で
カ
ル
テ
ッ
ト
・
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
に
よ
る
詩
画
作
家
星

音
楽
と
詩
の
融
合

音
楽
と
詩
の
融
合

星
野
富
弘
追
悼
公
演

星
野
富
弘
追
悼
公
演

野
富
弘
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
カ
ル
テ
ッ
ト
・
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
の
メ
ン
バ
ー
は
フ
ル
ー
ト
の

荒
川
洋
さ
ん
、
バ
イ
オ
リ
ン
の

ビ
ル
マ
ン
聡
平
さ
ん
、
ビ
オ
ラ

の
村
松
龍
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
の
奥

泉
貴
生
さ
ん
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
中
里
ゆ
き
の
さ
ん
と
ビ
ル

コ
ー
ヴ
ァ
・
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
で

し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
「
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
。
弦
楽

器
が
し
っ
か
り
と
メ
ロ
デ
ィ
を

支
え
、
フ
ル
ー
ト
が
音
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。
ま
さ
に
星
の
き

ら
め
き
の
よ
う
で
す
。

　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
や
ハ
イ
ド
ン
の

四
重
奏
曲
で
は
爽
や
か
に
旋
律

を
歌
い
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
田
園
幻
想
曲
は
、
ク
ラ

ッ
シ
ッ
ク
音
楽
の
醍
醐
味
を
凝

縮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

そ
し
て
、
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
ビ

ブ
ラ
フ
ォ
ン
・
ソ
ロ
は
聴
く
人

を
音
楽
の
世
界
に
引
き
込
む
よ

う
に
華
麗
な
響
き
を
会
場
に
散

り
ば
め
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
荒
川
さ
ん
作
曲
の

「
あ
の
絵
の
向
こ
う
に
」
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
富
弘
美
術
館

か
ら
見
え
る
山
々
の
彼
方
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
創
ら
れ
た
曲
は
、

幻
想
的
な
旋
律
の
な
か
に
ノ
ス

タ
ル
ジ
ア
を
彷
彿
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
本
邦
初
演
と

な
る
新
曲
「
六
つ
の
花
」
。
杲ひ

の
で

の
会
の
２
人
に
よ
る
詩
の
朗
読

は
、
こ
と
ば
と
音
が
融
合
し
て

紡
ぎ
あ
い
ま
す
。

「
音
楽
で
想
い
を
つ
な
ぐ
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
星
野
富
弘
さ
ん
を

追
悼
す
る
素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

笠懸公民館 SNS紹介

いいね してね

Instagram Instagram 

チャンネル
登録してね

YouTube
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｢
Ｐ
Ｃ
岩
下
会
」
の
作
品
展

示
会
が
３
月
７
日
㈮
か
ら
12
日

㈬
ま
で
、
笠
懸
公
民
館
ふ
る
さ

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
写
真
を
取
り
込
ん

だ
カ
レ
ン
ダ
ー
や
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
、
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
イ
ベ

ン
ト
ポ
ス
タ
ー
な
ど
パ
ソ
コ
ン

で
制
作
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
色
々
な
作
品
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
と
の
こ

と
。

　
い
ざ
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

よ
う
と
す
る
と
、
た
め
ら
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
や
パ

ソ
コ
ン
に
挑
む
心
意
気
、
見
習

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
活
動
は
毎
週
水
曜
日
、
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で
。
い
つ
で

も
見
学
Ｏ
Ｋ
で
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
覗
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
!?

▲大間々博物館（コノドント館） 

　

２
月
22
日
㈯
か
ら
４
月
13
日

㈰
ま
で
の
期
間
、
み
ど
り
市
大

間
々
博
物
館（
コ
ノ
ド
ン
ト
館
）

で
企
画
展
「
戦
争
が
も
た
ら
す

も
の
～
み
ど
り
市
の
資
料
か
ら

見
る
80
年
前
の
戦
争
～
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
ど
り
市
指
定
史
跡
で
あ
る

防
空
監
視
哨
跡
（
東
町
花
輪
）

の
説
明
や
、
桐
生
愛
国
飛
行
場

（
笠
懸
町
）
に
関
す
る
資
料
、

出
征
見
送
り
の
写
真
、
さ
ら
に

は
軍
人
の
持
ち
物
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
特
攻
飛
行
整
備
士
の

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
書
か
れ
た

寄
せ
書
き
は
と
て
も
印
象
的
で

す
。
戦
地
に
向
か
う
人
々
へ
の

エ
ー
ル
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
お

り
、
当
時

の
人
々
の

心
情
を
深

く
感
じ
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
戦
争
の

記
憶
を
残

す
資
料
や

証
言
は
、

時
と
共
に

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
企
画
展
は

み
ど
り
市
の
戦
争
時
代
の
歴
史

に
つ
い
て
知
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

戦
争
の
記
憶
を
辿
る

戦
争
の
記
憶
を
辿
る

大
間
々
博
物
館
企
画
展

大
間
々
博
物
館
企
画
展

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
昨
年
末
に

10
周
年
を
迎
え
、
初
心
者
か
ら

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
の

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
の
!!??

Ｐ
Ｃ
作
品
展
示
会

Ｐ
Ｃ
作
品
展
示
会

▲ PC 岩下会のみなさん

学習支援ボランティア募集中！
夏休みの子どもたちの勉強をサポートしませんか？

・子どもが好き
・教員を目指している
・就活や単位取得のためボランティア経験がほしい
・退職後、自由な時間が増えた
・地域に貢献したい…
　そんなみなさんのお申込をお待ちしております！

7月22日(火)～25日(金）
7月29日(火)～８月１日(金）
【午前の部】9:00～12:00
【午後の部】13:00～16:00

日時

令和７年度　みどり市公民館主催「こうみんかんdeスタディ」

◇会　　場　笠懸公民館　
◇対　 象　みどり市及びみどり市近郊に在住する高校生以上の方
◇謝　　礼　１回 750円（交通費・所得税込）
　　　　　　※１日に午前・午後両方参加する場合は２回とカウントします。
◇申込方法 Logo フォームまたは
　　　　　　笠懸公民館に窓口・電話・メールのいずれかでお申込みください。
　　　　　　※名前、住所、電話番号、年齢、（学生の場合は）学校名、
　　　　　　　参加できる日程を教えてください。
　　　　　　※窓口・電話受付時間：火～日　9：00～17：00
◇申込期間　令和７年６月 17日（火）まで

█お問い合わせ　笠懸公民館
TEL 0277(76)2211
E-mail kouminkan@city.midori.gunma.jp

█申込方法
右記QRコードまたは下記URL から申し込む。
https://logoform.jp/from/4KaE/985820
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▲笠懸町出身の早川愛梨さんも熱演

▲簡単！できた！！

ー
た
ち
が
舞
台
で
の
輝

か
し
い
思
い
出
を
胸
に

社
会
へ
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
学
生
で
あ
る
限
ら
れ

た
時
、
ア
ラ
ム
ニ
ー
た

ち
の
演
技
や
歌
は
と
て

も
輝
い
て
い
ま
す
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
青

春
が
輝
き
続
け
る
ア
ラ

ム
ニ
ー
A's
の
舞
台
、
次

回
も
グ
ン
エ
イ
ホ
ー
ル

Ｐ
Ａ
Ｌ
で
の
公
演
の
際

に
は
、
ぜ
ひ
観
劇
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
ア
ラ
ム

ニ
ー
A's
の
『
愛
と
死
の
旅
路
～

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
真
実
』
が
グ

ン
エ
イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
笠
懸

野
文
化
ホ
ー
ル
）
で
３
月
22
日

㈯
、
23
日
㈰
に
上
演
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
で
結
成
25
周
年
を
迎
え

る
ア
ラ
ム
ニ
ー
A's
は
群
馬
県
内

の
高
校
を
卒
業
し
た
女
子
大
学

生
中
心
の
劇
団
で
、
各
地
で
の

無
料
公
演
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
日
会
場
に
入
る
と
女
子
中

高
生
の
フ
ァ
ン
が
多
い
こ
と
に

驚
き
ま
す
。
実
は
ア
ラ
ム
ニ
ー

A's
に
は
下
部
組
織
の
劇
団
も
あ

っ
て
、
幼
稚
園
年
長
組
か
ら
高

校
生
ま
で
の
女
の
子
た
ち
が
日

夜
ア
ラ
ム
ニ
ー
A's
の
舞
台
に
立

つ
こ
と
を
夢
見
て
演
技
や
歌
を

学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
入
団
試
験
な
ど
な
く
、
ア
ラ

ム
ニ
ー
A's
の
舞
台
に
立
ち
た
い

と
い
う
熱
意
が
あ
れ
ば
誰
で
も

入
団
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
現

役
は
大
学
在
学
ま
で
で
す
。

　
劇
団
名
の
〝A

ア
ラ
ム
ニ
ー

lum
nae

〟
は

〝
卒
業
し
た
女
の
子
た
ち
、
同

窓
生
〟
と
い
う
意
味
で
、
過
去

25
年
間
に
数
百
名
の
ア
ラ
ム
ニ

折
っ
て
切
っ
て
作
る

折
っ
て
切
っ
て
作
る
！！！！

ジ
ャ
ン
ボ
フ
ラ
ワ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
フ
ラ
ワ
ー

　
「
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ラ
ワ
ー
を
作

ろ
う
」
が
３
月
15
日
㈯
に
笠
懸

図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
企
画
は
笠
懸
図
書
館
と
富
弘

美
術
館
で
す
。

　
今
回
は
富
弘
美
術
館
か
ら
講

師
を
招
き
、
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ラ
ワ

ー
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
対
象
は
小
学
３
年
生
以
上
で
、

参
加
者
は
机
い
っ
ぱ
い
に
広
が

っ
た
紙
を
一
生
懸
命
折
り
た
た

ん
で
い
ま
し
た
。

　
作
り
方
は
次
の
と
お
り
で
、

思
い
の
ほ
か
簡
単
に
製
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
フ

ラ
ワ
ー
は
色
と
り
ど
り
で
、
お

部
屋
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
富
弘
美
術
館
で
は
毎
年
６
月

に
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ラ
ワ
ー
の
企
画

を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

み
ど
り
市
で
初
公
演

み
ど
り
市
で
初
公
演

劇
団
『
ア
ラ
ム
ニ
ー

劇
団
『
ア
ラ
ム
ニ
ー
A'sA's
』』

　
裏
か
ら
数
え
て
三
面
目
に
あ

る
か
ら
な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
な

想
像
を
し
て
し
ま
う
が
、
じ
つ

は
こ
れ
、
大
昔
の
新
聞
の
名
残

な
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
初
の
日
刊
紙
「
横
浜
毎

日
新
聞
」
が
発
行
さ
れ
た
の
は

明
治
３
年
で
、
そ
れ
か
ら
明
治

30
年
頃
ま
で
の
新
聞
は
、
１
枚

の
紙
を
半
分
に
折
っ
た
だ
け
と

い
う
、
と
て
も
薄
っ
ぺ
ら
な
も

の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
第
一
面
と

第
二
面
に
は
政
治
や
経
済
の
記

事
が
、
そ
し
て
第
三
面
に
社
会

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
つ
ま
り
、
三
面
＝
社
会
面
は
、

『
新
聞
の
社
会
面
を

な
ぜ
三
面
と
い
う
の
？
』

　
新
聞
が
届
く
と
社
会
面
を

読
ま
な
い
と
い
う
人
は
あ
ま

り
い
な
い
と
思
う
が
、
こ
の

社
会
面
は
三
面
や
三
面
記
事

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
朝
刊
や
夕
刊

で
も
三
面
に
社
会
面
を
掲
載

し
て
い
る
新
聞
を
見
か
け
な

い
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
社
会

面
の
こ
と
を
三
面
と
い
う
の

だ
ろ
う
か
。

コ
ラ
ム
豆
電
球

こ
の
時
代
の
ペ
ー
ジ
構
成
か

ら
き
て
い
る
言
葉
だ
っ
た
わ

け
だ
。

　
ち
な
み
に
、
当
時
の
新
聞

の
四
面
に
は
連
続
小
説
や
家

庭
文
化
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
三
、
四
面
の
担
当
記

者
は
「
軟
派
記
者
」
と
い
わ

れ
、
一
、
二
面
担
当
の
「
硬

派
記
者
」
は
エ
リ
ー
ト
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。

　
と
い
う
こ
と
は
昔
な
ら
自

分
も
軟
派
記
者
か
も
し
れ
な

い
な
。

①
紙
を
じ
ゃ
ば
ら
に
折
る

②
切
り
込
み
を
入
れ
る

③
折
り
目
に
、
小
さ
い
薄
用

　
紙
を
か
ぶ
せ
る

④
ワ
イ
ヤ
ー
を
半
分
に
折
っ

　
て
薄
用
紙
に
は
さ
み
ね
じ
る

⑤
両
端
を
丸
く
切
る

⑥
薄
用
紙
を
開
く

ジャンボフラワーの作り方
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大間々切り絵友信会
◇活動日時　
　第２・４水曜日 14時～
◇会費等　年間 3,000 円程度
◇問合せ先
　代表・星野光弘　℡ 080-5032-2797
　笠懸公民館　　　℡ 0277(76)2211

し
て
い
ま
し
た
。

　
会
員
に
は
切
り
絵
歴
25
年
の

人
も
い
て
、
個
展
を
開
催
し
た

り
、
作
品
が
県
で
入
賞
し
た
り

と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
間
々
切
り
絵
友
信
会
」

で
は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り

が
い
や
生
き
が
い
を
持
ち
、
元

気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
と
て

も
親
し
み
や
す
く
楽
し
い
サ
ー

ク
ル
で
す
。
随
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
一
度
見
学
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
？

　
今
回
は
「
大
間
々
切
り
絵
友

信
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。
代
表

は
と
て
も
明
る
く
話
し
や
す
い

星
野
光
弘
さ
ん
。
会
員
５
名
の

〝
切
り
絵
〟
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
笠
懸
公
民
館
で
活
動
を
始
め

た
の
は
１
年
ほ
ど
前
。
そ
れ
以

前
は
大
間
々
町
に
あ
る
み
ど
り

市
立
厚
生
会
館
を
拠
点
に
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
た

期
間
も
あ
り
ま
し
た
。
再
開
後

は
、
市
内
で
切
り
絵
の
展
示
会

や
体
験
会
を
実
施
す
る
な
ど
精

力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
笠

懸
公
民
館
で
も
、
４
月
16
日
～

29
日
の
期
間
で
展
示
会
を
開
催

お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す

お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す

サ
ー
ク
ル
紹
介

サ
ー
ク
ル
紹
介

上
毛
か
る
た
ま

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

繭
と
生
糸
は
日
本
一

　
上
毛
か
る
た
に
は
、
生
糸
や

織
物
を
詠
ん
だ
札
が
５
枚
も
あ

り
、
養
蚕
が
か
つ
て
日
本
の
誇

る
一
大
産
業
だ
っ
た
事
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
養
蚕
は
、
中
国
か
ら
１
５
０

０
年
以
上
前
に
伝
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
群
馬

県
で
養
蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た
の

は
何
故
か
？
そ
れ
は
、
火
山
灰

地
が
蚕
の
餌
に
な
る
桑
の
木
の

は
「
根ね

こ

い

し

子
石
」
と
呼
ば
れ
る
巨

石
が
あ
り
、
か
つ
て
は
願
掛
け

に
小
石
を
載
せ
て
拝
み
、
持
ち

帰
っ
て
か
ら
神
棚
や
蚕
室
に
置

い
て
、
ネ
ズ
ミ
除
け
を
祈
願
し

ま
し
た
。
〝
ね
こ
い
し
〟
が
猫

を
連
想
さ
せ
る
か
ら
で
す
。
更

に
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
境
内

の
杉
の
洞う

ろ

に
住
む
白
蛇
「
長な

が
む
し虫

様さ
ま

」
の
御
影
の
お
札
を
蚕
室
に

祀
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

成
長
に
適
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
私
が
子
ど
も
の
頃
、
畑
の
周

り
に
は
必
ず
桑
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ク
ト
リ

ム
シ
に
驚
か
さ
れ
た
り
、
桑
の

実
を
ボ
ー
ル
一
杯
に
取
り
、
食

べ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農

家
の
友
達
の
家
で
は
、
バ
ラ
ッ

ク
の
２
階
で
蚕
を
飼
育
し
て
い

て
、
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
思
い
出
が
懐
か
し

く
感
じ
ま
す
。

　
生
糸
の
生
産
量
は
、
１
９
５

４
（
昭
和
29
）
年
か
ら
、
群
馬

県
が
全
国
一
の
座
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
札
は
群
馬
県
の
大
切
な

産
業
と
し
て
、
長
く
続
い
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
を
、
よ
み
こ

ん
だ
札
で
す
。

　
安
中
市
の
咲さ

き
さ
き前

神
社
は
、
約

１
５
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、

本
殿
な
ど
は
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
養
蚕
の

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
除
災
招

福
、
養
蚕
守
護
な
ど
に
ご
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
御
祭
神
の
保う

け
も
ち
の
か
み

食
命
は
、
養
蚕

農
家
の
信
仰
対
象
と
さ
れ
、
特

別
に｢

境
内
社　
絹
笠
神
社｣

と

し
て
一
宇
を
設
け
て
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
社
拝
殿
の
南
北
に

▲切り絵って楽しいですよ

▲咲前神社の御朱印

▲絹笠神社の御朱印

投　

稿

サークルの活動を館報で紹介しませんか?
　笠懸公民館で活動しているサークルのみなさんを
編集協力員が取材し記事を紙面で掲載します。

詳しくは笠懸公民館まで
お気軽にお問い合わせください。

活動を多くの人に
知ってもらおう！

メールQRコード

◆ 問い合せ先　笠懸公民館　
　　〒379-2311　みどり市笠懸町阿左美 1581-1
　　TEL：0277-76-2211 FAX：0277-76-2836
　　メール：kouminkan@city.midori.gunma.jp

編集協力

※
こ
の
作
品
も
切
り
絵
で
す
。
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の
心
を
震

撼
さ
せ
、

花
巻
や
遠

野
を
旅
し

た
こ
と
や
、

宮
守
川
橋

梁
の
夜
空

を
走
る
銀

河
鉄
道
を

思
い
起
こ

さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
特
別
ゲ

ス
ト
と
し

て
「
馬
頭

琴
」
の
演

奏
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
を
読
む
と
、
奏
者
は
モ
ン

ゴ
ル
で
は
高
名
な
音
楽
家
の
ア

ラ
タ
ン
チ
ロ
さ
ん
で
す
。
演
奏

さ
れ
た
楽
曲
の｢

万
馬
の
走
り｣

は
民
族
楽
器
を
自
由
自
在
に
駆

使
し
て
圧
巻
で
し
た
。
そ
し
て
、

サ
イ
ハ
ン
・
ツ
ェ
ツ
ェ
ゲ
さ
ん

は
歌
曲
「
遠
方
の
故
郷
」
を
豊

か
な
声
量
で
歌
い
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
桐
生
地
区
に
、
た
く
さ
ん
の

す
ば
ら
し
い
音
楽
家
が
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、

私
は
井
の
中
の
蛙
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
童
謡
ふ
る
さ
と
館
の
存
在
を

高
め
る
た
め
、
地
域
の
芸
術
・

文
化
の
情
報
発
信
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

▲馬頭琴の心地よい音色♬

よ
い
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
オ
ル
ガ
ン
の
独
奏
で
幕
開
け
。

電
子
機
器
と
は
違
っ
た
柔
ら
か

い
温
か
み
の
あ
る
音
が
バ
ッ
ハ

を
醸
し
出
し
、
会
場
を
包
み
込

む
よ
う
で
す
。
歌
唱
も
素
晴

ら
し
く
、
特
に
プ
ッ
チ
ー
ニ
の

「
私
の
お
父
さ
ん
」
に
は
感
動

し
ま
し
た
。
い
つ
も
家
で
聴
い

て
い
る
鈴
木
慶
江
さ
ん
の
声
を

か
ぶ
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。
フ

ル
ー
ト
や
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
の

巧
み
な
演
奏
の
贈
り
物
は
桃
源

郷
に
誘
う
よ
う
で
し
た
。

　
宮
沢
賢
治
の
詩
の
朗
読
は
私

春
の
音
楽
祭
を
愉
し
む

萩　
芳
岳

　
東
町
の
童
謡
ふ
る
さ
と
館
で

「
春
の
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

足
を
運
び
ま
し
た
。
総
勢
13
人

に
よ
る
音
楽
の
祭
典
で
し
た
。

　
自
然
豊
か
な
地
に
建
つ
童
謡

館
は
緑
に
包
ま
れ
、
風
の
囁
き

と
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
、
ほ
ど

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ
vol.15vol.15

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
三
月
例
会
よ
り

人
中
で
転
び
て
顔
面
強
打
す
る
只
た
だ
恥
じ
て
帰
宅
を
急
ぐ　
　
　

	

上
村　

征
子

初
め
て
の
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
飛
鳥
Ⅱツ

ウ

思
い
出
作
り
の
ワ
ク
ワ
ク
と
ま
ら
ず	

加
藤　

康
子

父
が
負
ひ
三
月
十
日
の
大
空
襲
逃
れ
し
ひ
な
様
今
も
笑
ま
ひ
ぬ　
　
　
　
　

	

久
保
田
茂
子

花
盛
り
に
雪
を
被
れ
ば
不
作
と
ぞ
朝
よ
り
の
雪
は
や
梅
の
枝
お
ほ
ふ　
　
　
　

 　

関
口　

定
夫

湯
上
り
の
背
を
妻
に
向
け
塗
ら
れ
を
り
乾
燥
肌
を
い
や
す
軟
膏　
　
　
　
　
　

	

平
山　

勇

の
名
前
や
性
別
、
年
齢
、
避

難
者
が
抱
え
る
事
情
な
ど
が

書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
対
応
能
力
を
や
や

上
回
る
ペ
ー
ス
で
次
々
と
読

み
上
げ
ま
す
。

　
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
そ
の
カ

ー
ド
を
避
難
者
の
事
情
に
配

慮
し
な
が
ら
体
育
館
や
教
室

の
図
面
上
に
配
置
し
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
、
避
難
所
運

営
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
一
度
、

皆
さ
ん
も
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練
を
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
は
次
の
略
称

　
Ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｊ
ｏ

　
　
　
　
　
　
（
避
難
所
）

　
Ｕ
ｎ
ｅ
ｉ　
（
運
営
）

　
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ　
（
ゲ
ー
ム
）

 

Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
訓
練

　
３
月
16
日
㈰
に
桐
生
大
学

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
た
「
令
和
６
年
度
み
ど
り

市
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練
。
避

難
所
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し

て
い
く
か
を
み
ん
な
で
考
え
、

模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
カ
ー
ド
と
避
難
所
の
図
面
、

掲
示
板
を
使
い
、
読
み
上
げ

係
１
人
と
６
人
程
度
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ

を
い
く
つ
か
作
っ
て
行
い
ま

す
。

　
読
み
上
げ
係
は
、
避
難
者

防
災
を
考
え
る
52
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ち
ょ
っ
と
一
息

　
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
春
は
出
会
い
と
別
れ
が

混
在
し
て
い
る
季
節
で
す
。
そ

の
春
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る

の
が
草
花
で
す
。

　
桜
、
梅
、
桃
の
区
別
が
つ
き

ま
す
か
？

　
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
校
庭

の
桜
が
満
開
に
咲
き
誇
り
新
入

生
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
の
１
番
上
の
孫
が
中
学
に

入
学
で
す
。
偶
然
に
も
来
賓
の

ご
招
待
を
受
け
、
孫
の
勇
姿
を

見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
家
で
は
弟
や
妹
と
ふ
ざ
け
て
、

い
つ
に
な
っ
て
も
赤
ち
ゃ
ん
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
大
き
め
の
制
服
を
着
て
式

典
に
出
席
し
て
い
る
姿
は
成
長

し
た
な
ぁ
～
と
、
し
み
じ
み
感

じ
、
祖
母
と
し
て
と
て
も
嬉
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
鈴

桜
ち
ゃ
ん
（
７
歳
）
が
い
ま
す

が
、
と
て
も
マ
イ
ペ
ー
ス
な
性

格
で
あ
ま
り
コ
コ
ち
ゃ
ん
の
遊

び
相
手
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
元
気
の
な
い
コ
コ
ち
ゃ
ん
を

見
か
ね
た
家
族
は
コ
コ
ち
ゃ
ん

の
新
し
い
遊
び
相
手
に
な
れ
ば

と
、
ち
く
わ
く
ん
（
11
か
月
）

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
ち
く
わ
く
ん
、

か
な
り
の
や
ん
ち
ゃ
で
甘
え
ん

坊
。
ベ
ッ
ド
で
ウ
ト
ウ
ト
し
て

い
る
コ
コ
ち
ゃ
ん
の
服
を
く
わ

え
て
引
き
ず
り
起
こ
し
ま
す
。

　
小
型
犬
の
11
歳
は
人
間
の
60

歳
、
１
歳
は
13
～
15
歳
く
ら
い

で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
ほ
ど

の
差
で
す
が
、
は
つ
ら
つ
と
し

た
ち
く
わ
く
ん
が
来
て
か
ら
コ

コ
ち
ゃ
ん
に
も
少
し
ず
つ
元
気

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

か
さ
か
け

か
さ
か
けどう

ぶ
つ
家
族
⑮

ど
う
ぶ
つ
家
族
⑮

コ
コ
ち
ゃ
ん
＆
桜
ち
ゃ
ん

　
＆
ち
く
わ
く
ん
︵
５
区
︶

　
コ
コ
ち
ゃ
ん
（
11
歳
）
に
は

ず
っ
と
一
緒
だ
っ
た
同
居
犬
が

二
匹
い
ま
し
た
。
い
つ
も
仲
良

く
何
を
す
る
の
も
一
緒
で
し
た

が
、
昨
年
相
次
い
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
コ
コ
ち
ゃ
ん
は
急

に
元
気
が
な
く
な
り
、
お
家
の

人
も
心
配
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
お
家
は
６
人
家
族
で
内
５
人

が
女
性
の
女
系
家
族
。
決
し
て

寂
し
い
環
境
で
は
な
い
の
で
す

が
、
コ
コ
ち
ゃ
ん
は
日
を
追
う

ご
と
に
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
き

ま
す
。

　
家
に
は
も
う
一
匹
同
居
犬
の

▲上からちくわくん、
ココちゃん 、桜ちゃん 

避
難
せ
し
人
住
ま
ぬ
町
春
の
風　
　
　
　

中
村
冨
喜
女

独
り
住
む
我
が
家
の
庭
で
鳥
つ
る
む　
　
　

吉
野
源
五
郎

二
才
児
の
ジ
ャ
ン
プ
や
り
遂
げ
風
光
る　
　

中
野　

千
鶴

み
み
堅
き
桜
餅
食
む
茶
の
熱
し　
　
　
　
　
　

泉　
　

純
佳

お
稽
古
の
三
味
の
披
露
や
花
の
下　
　
　
　

川
道
ひ
さ
女

高
津
戸
の
桜
は
三
分
妹
を
待
つ　
　

　
　
　

国
木
美
代
香

初
摘
み
の
油
菜
う
ま
ゐ
ば
あ
ち
ゃ
ん
家　
　
　
　

江
原　

大
樹

一
つ
ず
つ
包
む
餃
子
や
雀
の
子　
　
　
　
　

宇
野　
　

椿

菜
の
花
や
単
線
に
学
生
ふ
た
り　
　
　
　
　
　

細
川　

由
桂

桜
咲
き
門
出
迎
へ
る
子
に
エ
ー
ル　
　

　
　
　

		

江
原　

麗
華

鈍
行
に
乗
り
換
へ
て
行
く
春
吉
野　
　
　
　
　

櫻
本　

千
春

マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
待
つ
や
花
吹
雪　
　
　
　

細
川　

和
勘

ふ
ら
こ
こ
や
幼
き
時
が
よ
み
が
へ
り　
　
　

佐
藤
由
美
香

春
風
に
の
せ
て
と
ど
け
る
癒
し
の
手　
　
　
　
　

江
原　

隆
鍼

そ
の
人
の
甘
き
香
り
や
夜
の
花
見　
　
　
　
　

髙
野　

春
蝶

春
め
く
や
も
が
く
吾
が
身
の
弱
さ
知
る　
　
　

中
村　

祐
月

泥
だ
ん
ご
丸
め
て
運
ぶ
つ
ば
く
ら
め　
　
　
　

髙
野　

光
訽

木
の
芽
風
の
ぼ
る
石
段
山
の
寺　
　
　
　

牛
房　

敏
秋

流
木
に
も
た
れ
て
春
日
浴
び
る
猫　
　
　
　

糸
井　

梅
光

菩
提
寺
に
つ
な
ぐ
仏
縁
甘
茶
飲
む　
　
　
　

前
原　

紫
蘭

任
一
つ
終
へ
て
庭
先
花
ふ
ぶ
き　
　
　
　
　

宇
野　

順
雪

黄
水
仙
風
に
倒
ふ
る
も
花
開
く　
　
　

　
　
　

		

桾
沢　

春
蘭

群
大
の
花
の
渋
滞
花
の
下　
　
　
　

　
　
　

		

糸
井　

初
音

機
町
の
花
は
妖
艶
夜
の
桜　
　
　

　
　
　

		

小
林　

狐
一

百
年
の
上
り
框
に
桜
ふ
る　
　
　
　
　
　

石
原　

青
蓮

深
山
に
妖
精
の
ご
と
二
輪
草　
　

　
　
　

竹
内　

光
春

泣
き
疲
る
ひ
孫
を
抱
ひ
て
花
の
下　
　
　

徳
田　

夕
子

旅
先
の
ス
タ
ン
プ
な
ら
べ
桜
鯛　
　
　
　
　
　

新
羅　

光
海

残
る
鴨
み
ん
な
静
か
に
争
わ
づ　
　
　
　

韓　

百
日
紅

鬼
嫁
に
感
謝
の
白
寿
さ
く
ら
咲
く　
　
　
　
　

宇
野
由
希
子

花
の
し
た
心
分
け
合
ふ
友
と
居
り　
　
　
　

小
林　

華
笑

盛
り
上
げ
る
人
ゐ
て
花
見
盛
り
上
が
る　
　
　

宇
野　

勘
大

強
風
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
椿
落
つ　
　
　
　
　

金　
　

光
月

四
季
の
会
四
月
句
会

軸 花びら

桜 長い 先端に
切れ込み

梅 なし 丸い
桃 短い とがっている

桜・梅・桃の見分け方


